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海洋生物資源で
生活を豊かに

――海洋生物に含まれる成分の研究と
いうことですが、なぜ海洋生物なの
ですか？

　日本は国土の面積は狭いですが、
島国なので海岸線の長さは世界でも
指折りです。領海と排他的経済水域
の広さもやはりトップテンに入りま
す。資源の乏しい国としては、そう
した広い海の資源を利用していくべ
きだと考えて、海洋生物に着目しま
した。
　海洋資源にはメタンハイドレート
などのエネルギー資源もありますが、
僕は農学部出身なので、食べ物とい
う観点を重視しています。海洋生物
資源で生活を豊かにするのが、最終
的な目標です。

――食品として利用して生活を豊かに
するということでしょうか？

　単に食品の量を多くするというこ
とではなく、健康維持とか疾病予防
に役立つものを考えています。最近
はアンチエイジングというテーマも
研究しています。アンチエイジング
という言い方はあまりしたくなくて、
もう少しサイエンティフィックな言
い方はないかなと思いますが･･････。
老化防止、つまりできるだけ若々し
い状態をキープするということです。
健康や疾病予防も大事ですが、そう
いうテーマで研究している人はたく
さんいます。僕としては見た目の若々
しさをキープする方法を科学的に解
明していきたいのです。

――海は広く、資源もたくさんあるので、
可能性も大きいということでしょう
か？

　そういう建前です（笑）。実際には
そんなにたくさんのものを調べられ
ませんから、僕たちはひとつ、カロ
テノイドに注目しています。もとも
と僕は脂質が専門なのですが、カロ
テノイドは脂溶性の色素ですから、
ターゲットとしてはファミリアなと
ころがあります。自然界には750種
類くらいのカロテノイドがあります
が、海の中のカロテノイドには独特
な構造を持つものがたくさんありま
す。それらを集められるだけ集めて

生理活性を調べ、何か有効に使える
のではないかと考えています。

海藻でしわができにくくなる

――カロテノイド自体に優れた特性と
か機能があるのですか？
　もともと抗酸性が強く、そういう
面でも注目されていました。ベータ
カロテンは一般によく知られていま
すが、あれはビタミンＡの前駆体で
す。ベータカロテンがいいというこ
とは1990年代から言われていまし
たね。ニンジンの赤い色はベータカ
ロテンの色です。カロテノイドはベ
ータカロテンと同じ構造を持つ類縁
体です。

――海洋生物というとまず魚を思い浮
かべますが、魚は研究対象にならな
いのでしょうか？
　魚も入れていいと思います。ただ
魚に含まれているカロテノイドはそ
れほど多くありません。化粧品の成
分として使われてよく知られている

乾燥させた海藻の海松（ミル）。

海洋生物が有するさまざまな成分の機能の解明や利用法の研究に取り組んでいる菅原達也さん。
特に注目しているのがカロテノイドだ。天然の動植物に広く存在する色素のカロテノイドには、
血管新生の抑制やアンチエイジングに有効な機能があるという。食品や医薬品などにこの研究成果が応用されれば、
ガンの治療や老化防止に新しい可能性が開けることも期待できるというわけである。

カロテノイドの機能を評価し、
作用メカニズムの解明を目指す
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しわができる現象で、光
ひかり

老化と呼ば
れています。漁師さんはよく顔に深
いしわがあるでしょう、あれがいい
例です。この光老化現象のときにも
血管新生が起きているのです。光老
化には酸化作用も関わっているので、
抗酸性があり、血管新生も抑制でき
るカロテノイドは、しわの予防にも
効果があるのではないかという発想
です。僕は節操がないので（笑）、
いろいろなことを研究していますが、
一番やりたいのがこの研究なのです。

アスタキサンチンもカロテノイドの
一種で、鮭の身やイクラの赤い色は
アスタキサンの色です。でも、鮭や
イクラからとるのではコストが合い
ません。僕たちが今、中心に扱って
いるのは海藻です。ワカメもそうで
すが、今、一所懸命取り組んでいる
のは海

ミ ル

松（p7の写真参照）です。飛
鳥時代から食べられていて、伊勢神
宮の供え物にも使われている海藻で、
英
あ

虞
ご

湾の方では今でも食べられてい
ます。これに入っているカロテノイ
ドは独特な構造を持ち、活性がすご
く強いのです。抗肥満作用があり、
皮膚にしわができにくくなる作用も
あります。

血管新生を抑制する働きも

――資料によると、カロテノイドには
血管新生を抑制する働きもあるそう
ですが。

　そうですね。僕たちは藻類や海産
無脊椎動物などに含まれる特有のカ
ロテノイドを精製し、機能評価を進
めてきました。その中で褐

かっ

藻
そう

由来フ
コキサンチンや緑

りょくそう

藻由来シフォナキ
サンチンが強力な血管新生抑制機能
を持つことを明らかにしてきました。

――ガン細胞が増殖するときに、周囲
に血管を新しくつくって栄養素や酸
素を取り込むのが血管新生ですね。
ガン以外の病気でも血管がつくられ
ることはあるのですか？

　動脈硬化や肥満にも血管新生が関
係しています。太って脂肪細胞が増
えれば当然、血管ができるわけです。
だから血管新生を抑制できれば、い
ろいろな疾病も抑制できるのではな
いかと考えました。ただ僕らは医師
ではありませんから、実際に使うと
ころまで突き詰めることはできませ
ん。あくまでもデータとして示すと
ころまでですね。そこで少し方向転

換して、血管新生と皮膚のしわの関
係にターゲットを絞ることにしたの
です。

――それがアンチエイジングにつなが
るわけですね。

　皮膚は体にとってとても大事な機
能を有しています。体内と外界を分
けているのですからね。体の健康を
保つには不可欠なものです。しかし
皮膚は紫外線が当たると老化が促進
されます。紫外線の照射により深い

海洋生物カロテノイドの機能解析
試料

構造解析・定量分析

抽出・精製

機能性評価と作用機構の解明

血管新生 脂肪細胞分化 皮膚への効果 etc.
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試料からターゲットとなるカロテノイドの化学構造を解析し、どれくらい含まれているか調べる。ター
ゲット物質を抽出・精製した後、培養細胞や実験動物を用いて機能性を評価する。
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当に可能になるのでしょうか？
　そういうことをある程度はコント
ロールできるようになると思います。

――現状で一番難しい点は？
　やはりメカニズムの解明ですね。
カロテノイドが血管新生の抑制や皮
膚の老化の抑制に効果があることは
はっきりしています。その状況証拠
としてのデータも提示できます。で
も、なぜ効くのかということまでを
明らかにするのが、アカデミアの研
究の役割だと思います。
　真理の探究が科学者の基本。なぜ
なんだろうということまで知りたい
というのが、基本的なモチベーショ
ンなのです。科学者ですから、自分
が興味を持っていることは徹底して
分かりたい。そして、それを発見し
たのは僕ですよと言いたい欲もある
のです。

――とことんまで解明することは、理
論的には可能なのでしょうか？

　可能だと思います。ただ、何かブ
レークスルーが必要かもしれません
ね。それが技術的なことなのか、あ
るいはアイデアなのかはまだ分かり
ませんが、同じことを繰り返してい
てもだめだと思います。

大学での研究のよさ

――その他にはどのような研究をされ
ているのですか？

　あとはＥＰＡ（エイコサペンタエ

作用メカニズムの解明が課題

――カロテノイドは皮膚に塗っても皮
下までに浸透しないという議論があ
ります。効果があるとしたらその作
用メカニズムがひとつの課題になる
のではないですか。

　作用メカニズムの解明は本当に難
しい課題です。どこまでやれば解明
できたと言えるのか。できるだけ突
き詰めていきたいとは思うのですが、
ある意味で終わりがないようなとこ
ろがあるのです。効果があったとい
うことでは終わらず、なぜ効果があ
ったのかというそのメカニズムを解
明できなければ、僕たちの研究には
意味がない。だからその解明を求め
ているのですが、なかなかそこまで
いけないのが実情です。
　ただ、経口摂取したアスタキサン
チンがちゃんと皮膚まで到達してい
ることは、すでに確認しています。
経口摂取したアスタキサンチンが皮
膚から検出されていますし、それが
真皮ではどれくらいの量で、表皮で
はどれくらいというところまで僕た
ちは見ています。もちろんそれは人
間ではなくネズミを使っての確認で
すが、食べたものが皮膚まで届き機
能していることは僕たちが明らかに
しています。

――メカニズムの完全な解明は難しい
ということですが、カロテノイドが
血管新生を抑制するメカニズムはあ
る程度分かっているのでしょうか？

　細胞の中でどういうことが起きて
いるのか調べると、増殖因子の発現
に差があることが分かりました。そ
れによって血管新生を促進する動き
が抑制されることは確認できていま
すが、もっと突き詰めて受容体のど
こにくっついているのか、というと
ころまでいくとまだ確認できていま
せん。

ン酸）やＤＨＡ（ドコサヘキサエン
酸）ですね。そのままではなく、こ
うしたものをちょっとモディファイ
して活性が変わるかどうか見ていま
す。他の先生と組んで、腸内細菌で
脂肪酸を変換して機能性を評価する
研究もしています。

――先生は以前、民間企業に勤めてお
られましたね。大学に戻ったのはな
ぜですか？
　学生のときはあまりまじめに勉強
しなかったので、企業にいるときも
何となく中途半端な感じがしたので
す。それで国の研究所に入りたくな
り、国家公務員試験を受けました。
最終的には採用されませんでしたが、
筆記試験には合格したので、頑張れ
ば結構できるのではないかと考えて、
学位を取ることにしたのです。

――企業の研究とアカデミアの研究と、
向き不向きはありますか？
　僕の価値観は、向き不向きではな
く、好きか嫌いかです。学生にもよ
く言っているのですが、ひとつのこ
とをきちんとできる人間は、他のこ
ともできるのですよ。企業の研究は、
やると決めたら人も金も時間もどっ
と投入します。そこはうらやましく
感じることもあります。でも大学で
は、誰からもこれをしなさいと指示
されません。研究主体はあくまでも
自分にある。そこはアカデミアの研
究の何ものにも代えがたいよさだと
思いますよ。

真理の探究こそ
科学者の基本

――今後、研究が進
めば、しわができ
にくくなるとか、
皮膚が若い状態を
キープできるとか、
そういうことが本


